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自然体験プログラムの被害状況 

 

○ 平成 23 年４月～８月に、各種パンフレット、ウェブサイトを情報源とし（一部に

電話若しくは現地訪問による聞き取り調査を実施）、青森県八戸市～福島県相馬市

の沿岸 30 市町村の 213 の自然体験プログラムについて震災の影響を調査。 

○ 自然体験プログラムとしては、震災前は以下のものが推進されていた。 

・ 遊覧船やサッパ船で巡る海上遊覧 

・ シーカヤックなどの体験 

・ 漁業者がガイドとなった漁業体験 

・ 歴史、生活文化の体験 

○ 地域全体で、「復旧済み」、「一部復旧済み」、「復旧のめど立たず」の合計で 100 プ

ログラム（46.9％）が震災の影響を受けていた 

○ このうち、９プログラム（4.2％）が「復旧済み」であるのに対し、47 プログラム

（22.1％）は「復旧のめど立たず」であった 

○ また、地域別に見ると、南に位置する県ほど「被害なしで実施中」の割合が低く

なり、逆に「復旧のめど立たず」の割合が高くなる傾向があることから、地域に

よって震災の影響の有無や復旧状況に差がみられる 

 

表：抽出された自然体験プログラムの現状（８月末時点） 

  復旧済み 
一部 

復旧済み 

復旧のめど 

立たず 

被害なしで 

通常実施中 
状況不明 計 

青森県 1 3 1 9 3 17 

岩手県 4 26 28 28 34 120 

宮城県 4 14 14 6 31 69 

福島県 0 1 4 0 2 7 

地域全体 9 44 47 43 70 213 
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○ 自然体験プログラムが復旧できない理由は以下の通り 

・ 実施主体である住民や漁業者自身が被災し、生活や産業の再建が目下の課題

となっているために体験プログラムの実施に振り向ける余力や気力がない 

・ 活動やプログラム実施のための拠点としていた施設や、船やカヤックなど使

用する機材や設備が損壊若しくは消失している 

○ 田野畑村、宮古市、気仙沼市等の地域では、サッパ船を使った海上遊覧ツアーや

シーカヤックを使ったツアーなど、地震以前に実施していた体験プログラムが再

開されつつある 

○ また、田野畑村、宮古市、南三陸町等の地域では、被災住民や地元企業の社員が

自らの言葉で地震・津波の被害の現状を伝えるガイドツアーやプログラムを開始

している 



資料３－３ 

3 

 

 

 

                            田野畑村における 

                            サッパ船観光の再開 

                            地震・津波の被害の現 

状を伝えるプログラム 

開始に関するチラシ 

NPO 法人体験村・ 

たのはたネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮古市浄土ヶ浜におけるサッパ船観光、遊覧船観光再開に関するウェブサイトとチラシ 

（サッパ船観光：浄土ヶ浜マリンハウス、遊覧船：岩手県北自動車株式会社） 
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被災地のガイドツアーに関するチラシ（三陸鉄道株式会社） 

 

 

 

南三陸町における語り部ガイドの案内ウェブサイト（南三陸町観光協会） 


